
スポーツ科学部カリキュラムツリー

2年 3年 4年 ディプロマポリシー 養成する人材像

カリキュラムポリシー

教育課程

1年

「駿⼤社会⼈基礎⼒」・・・社会に出るまでに身につけるべき能力
基礎的な力：1.読解力、2.文章力、3.情報収集力
考える力：4.論理的・多面的思考力、5.情報処理能力、6.理解力、7.創造的発想力
行動に移す力：8.主体性、9.行動力・実行力
協働する力：10.常識力（一般常識・マナー）、11.プレゼンテーション能力・表現力、
12.コミュニケーション能力、13.協調性
総合的な力：14.課題発見能力、15.計画力、16.問題解決能力

教養基礎・教養発展科目の必修科目
教養基礎講座、プレゼミナールⅠ～Ⅳ、
コンピュータ・リテラシーⅠ・Ⅱ、
健康・スポーツ実習Ⅰ・Ⅱ

キャリア教育科目の必修科目
キャリア基礎Ⅰ、キャリア実践論Ⅰ

スポーツ科学入門A

スポーツ科学入門B

チームビルディング

運動生理学

スポーツ史

スポーツ哲学

スポーツ社会学

スポーツ・バイオメカニクス

スポーツ・マネジメント

スポ―ツ心理学

発育・発達とスポーツ

スポーツの測定評価

救急処置法

解剖生理学スポーツ生理学

スポーツ文化論

スポーツ栄養学

アダプテッドスポーツ論

メンタルトレーニング論

専門実技（ジョギング・
ウォーキング）

専門実技（水泳）専門実技（体つくり運動）

専門実技（陸上競技）

専門実技（器械運動）

専門実技（体力トレーニ
ング）

専門実技（フィットネスA）

専門実技（フィットネスB）

専門実技（柔道）

専門実技（ダンス）

専門実技（バレーボー
ル）

専門実技（サッカー）

専門実技（バスケット
ボール）

専門実技（ホッケー）

専門実技（ラグビー）

専門実技（テニス）

専門実技（自然活動A）

専門実技（自然活動B）

専門実技（自然活動C)

専門実技（プロジェクト・
アドベンチャー）

専門実技（アクア・マリン
スポーツ）

専門実技（パドルスポー
ツ）

専門実技（スキー・スノー
ボード）

スポーツ測定法

スポーツ測定法実習

ヘルスサイエンス

健康と文化

健康とスポーツの医学A 健康とスポーツの医学B

運動処方論 健康運動プログラムの作
成

スポーツインストラクター
指導論

トレーニングサイエンス

スポーツ心理学実習

健康・体力づくり指導法

スポーツ健康実習

運動学

コンディショニング論

スポーツ教育学

学校保健

教育と法
教育と文化

生涯スポーツ論 衛生学・公衆衛生学

生涯学習論

スポーツ教育実習

スポーツ政策論

スポーツと法

スポーツ人類学

レクリエーション論
スポーツ・ツーリズム論

文化資源とスポーツ

エコツーリズム論

身体文化論

スポーツと政治
異文化とスポーツ 国際交流とスポーツ

海外スポーツ文化研修

地域スポーツ実習

ゼミナールⅠ ゼミナールⅡ ゼミナールⅢ ゼミナールⅣ

加齢とスポーツ

専門実技の導入

＜共通教養科目群＞

＜専攻基幹科目＞

講義科目

＜演習科目群＞

スポーツコーチング論

スポーツ指導者論

アスレティックトレー
ナー論

・自身のキャリア形成の

方向性に必要となる

スポーツ科学の理論的

な知識

※再掲

・ 専門実技に関連する

理論科目

スポーツコーチング論

スポーツ指導者論

アスレティックトレー
ナー論

＜専攻発展科目＞＜専攻導入科目＞

・専門教育への興味関心を喚起し、

入門的な知識・技能を身につけるための科目

① 高等学校までの基礎的な知識や技能を身
につけている。

② 論理的思考力を持ち、自分の考えをわかり
やすく表現することができる。

③ スポーツ（課外活動等）に興味を持ち、諸活
動を通じて、自ら学び試行し行動することがで
きる。

＜共通教養科目群＞
①教養基礎・教養発展科目には基礎的な教養
知識・技能を身につけるとともに、現代社会の
様々な課題を考察するための科目、地域科目
には地域社会を理解し実践的に学ぶための科
目を配置
②外国語科目には、外国語の運用能力と異文
化理解を高めるための科目を配置
③キャリア教育科目には、社会人としての就業
意識や職業理解を高めるための科目を配置

＜専攻導入科目＞
④ 専攻導入科目には、専攻科目を学ぶ上で
の入門的な知識・技能を身につけるための科
目を配置

＜演習科目群＞
3. 少人数によるゼミ教育は、3年次の「ゼミナー
ルⅠ・Ⅱ」、4年次の「ゼミナールⅢ・Ⅳ」を配置
し、一貫性のある総合的な学習を保証する。

茶枠は科目区分

必修科目

選択必修科目

青枠は説明区分

主体性、積極性、協調性、リー

ダーシップ等の他者と協働するた

めに必要な適性を有している

スポーツの意義や価値について
理解している

スポーツ科学の理論的な知識を

理解している

スポーツ科学の理論に基づいて

スポーツを指導する能力を有して

いる

学校、地域等でスポーツを企画・

指導する能力を有している

生涯スポーツ時代に対応する青

少年のスポーツ教育、高齢化時

代に対応するスポーツによる健康

の維持増進又は地域振興に活用

する知識を有している

修得した知識を組み合わせた総

合的な視点からスポーツをとらえ、

課題を発見し解決する能力を有し

ている

スポーツ科学部の特徴を生かし

た卒業後の進路先として次のもの

が挙げられる。

公共スポーツ施設・民間スポーツ

クラブ・健康増進施設・スポーツ団

体などの指導者、

中学校・高等学校における指導者

（保健体育教員）、

スポーツ教育関連企業の社員、

地域スポーツ及び健康スポーツ

の指導者、

地域の政策立案者（公務員）、

ＮＰＯ等の職員、

ＪＡ等の地域拠点企業の職員、

スポーツツーリズム等の観光産業

の従事者、

スポーツ施設の運営・管理者等

スポーツ科学部では、健康で文化

的な生きがいのある生活を送るこ

とができる社会を構築するために、

スポーツ科学の理論的な知識に

基づき、学校、地域及びスポーツ

が関連する領域において、今日

のスポーツの意義や価値をふま

え、健康の維持増進、生涯スポー

ツ時代の青少年のスポーツ教育

又は地域の活性化に貢献できる

人材を養成する。

4.スポーツ科学の理論的学習を基礎として、ス
ポーツの実際を学校、地域等のスポーツ現場
で体験するための科目として、3年次に「スポー
ツ健康実習」「スポーツ教育実習」「地域スポー
ツ実習」を配置する。

1.全学共通に定める「駿大社会人基礎力」を修
得するための科目を「共通教養科目群」とし、
スポーツ科学の理論的な知識や成果を学習す
る講義科目及びスポーツの実践力、指導力、
企画力等を養う演習・実習科目を「専攻科目
群」とし、修得した知識を組み合わせた総合的
な視点からスポーツをとらえ、課題を発見し解
決する能力を養う科目を「演習科目群」として
教育課程を編成する。
なお、履修方法としては、セメスター制を導入し、
学習モデルを提供し、それに相応しい科目の
履修を可能とする。
2.教育課程を以下の科目に分類し、必要な科
目を配置する。

カリキュラムポリシー

アドミッションポリシー

想定される進路・就職先

5. 各科目における講義内容・到達目標・学位
授与方針との関連・成績評価方法をシラバス
等で明示したうえで、公正かつ厳正に評価を行
う。

野外の専門実技

集団の専門実技

個人の専門実技

・スポーツ科学の基幹的な

知識を身につけるための

科目
・ 専門実技に関連する

理論科目

・課題解決力

・職域を踏まえ目的に応じた専門的知識

・チームワークやコミュニケーション

・健康の維持増進

・青少年のスポーツ教育

・スポーツを活用した地域振興

＜専攻基幹科目＞
⑤ 専攻基幹科目には、講義科目としてスポー
ツ科学の基幹的な知識を身につけるための科
目及び実技科目としてスポーツの技能を身に
つけるための科目を配置

＜専攻基幹科目＞実技科目

・卒業研究

＜専攻発展科目＞
⑥ 専攻発展科目には、健康の維持増進に寄
与するスポーツに関する知識を有するための
科目、生涯スポーツ時代に対応する青少年の
スポーツ教育に関する知識を有するための科
目、スポーツを地域振興に活用する知識を有
するための科目を配置
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